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 今夏、北海道周辺では記録的な高水温が観
測され、海洋熱波（数日から数年にかけて急
激に海水温が上昇する現象）が発生している
と見られています。海洋熱波は2010～2016年、
2021年に発生しており、2010～2016年の北
海道・東北沖の海洋熱波は黒潮由来の暖水渦
が、2021年の道東沖の海洋熱波は気象条件が
原因と考えられています。2010～2016年のよ
うに暖水渦の勢力が強まると暖水性の魚種が
北方に進出するようになり、宮城県沖ではタ
チウオやアイゴの増加が報告されています。
中でもアイゴは、海藻を食べる植食性の魚で、
磯焼け対策として駆除が行われている地域も
あります。今回は、道内の藻場調査時によく
見られる植食性動物を紹介します。 
 
 
  
 
 
 
 
 
写真1 (左)流れ藻(ワカメ)に群がるキタムラサ
キウニ、(右)ロープを登るキタムラサキウニ 

 
 最も目につくのがキタムラサキウニです。
磯焼けを引き起こす代表的な生物で、コンブ
やワカメの流れ藻に群がる様子から嗜好性の
高さが窺えます(写真1左)。細いロープに登る
こともでき(写真1右)、海が穏やかな時は
Vol.21にて紹介しましたウニフェンスを登る
様子も観察されます。 
 植食性の軟体動物では、コシダカガンガラ
やエゾサンショウ等の小型巻貝(写真2)が高密 
 
 

 
 
 
 
 
 
写真2 食害を受けたコンブ葉状部と小型巻貝 

 
度で見られることがあります。また、エゾア
ワビ(写真3左)やアメフラシ(写真3右)が海藻
を摂餌している姿も潜水調査中にしばしば見
られます。 
 
 
 
 
 
 

 
写真3 (左)エゾアワビ、(右)産卵中のアメフラシ 
 
 北海道周辺では、アイゴ等の植食性の魚は
まだ見られませんが、これらの植食性動物の
分布を把握することは藻場造成の適切な方法
を考える上で重要となります。 
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